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論文の内容の要旨
　天然水界では環境が均一に分布することは稀である。典型的な例として，栄養塩は濃度傾斜を形成して，そこ
に生息する生物に多様な影響を与えている。この様な環境傾斜においては，特に富栄養化過程における窒素やリ
ンの栄養塩濃度傾斜が植物プランクトンの生態に影響していることが判明していたが，従来の実験系では，栄養
濃度傾斜の正確な生態学的評価が不可能であった。
　そこで，本研究では（ユ）天然の水界環境に設置できる半開放実験系であり，（2）実験要因以外は系内の環境を
周囲の天然環境と同じに維持することが可能で，（3）栄養濃度傾斜を形成制御できる機能を備えた現場栄養環境
傾斜実験装置を作成して，天然水中に生息する植物プランクトン群集の動態を実験生態学的に究明している。
　まず，貧栄養型環境である筑波大学構内の兵太郎池において，実験的に富栄養型から貧栄養型にいたる硝酸塩
濃度の環境傾斜（第一培養槽，富栄養型；第二培養槽；中栄養型；および第三培養槽，貧栄養型）を形成させて
研究を行なっている。その結果，植物プランクトンの優占種は，第二培養槽申での増殖速度が最も高かった。中
栄養型環境が富栄養型環境よりも高い増殖速度を与えていたという事実は，貧栄養型環境に生息している兵太郎
池の天然植物プランクトン群集にとって，栄養が多ければよいというものではなく，中栄養型環境が最適栄養環
境であることを示している。
　次に，霞ケ浦の湖水を引き込んだ富栄養型池申に同装置を設置し，蒸留水を培養装置の中心部に位置する第一
培養槽へ流入させて，貧栄養化過程による硝酸塩濃度傾斜（第一培養槽，貧栄養型；第二培養槽；中栄養型；お
よび第三培養槽，富栄養型）を形成させて実験を行っている。この富栄養型環境に生息する植物プランクトンの
中でも，藍色細菌の0sc川∂亡orゴa亡eηu立sは，富栄養型栄養環境で最高の増殖速度を示し，富栄養型環境が最
適応である反応を示した。一方で珪藻の∫yηedr舳1刀∂は，貧栄養型環境でも富栄養型環境と変わらない増殖速
度を示していることから，広範囲の栄養型で活発な増殖ができることが明らかにされた。
　最後に，硝酸塩濃度傾斜に対する植物プランクトンが示す適応と順化の応答を，その細胞容積，分裂細胞頻度
（FDC）の日周変動を指標として研究している。各季節に優占していた植物プランクトンは，寓栄養型槽で申栄養
型槽より増殖速度が低く，高栄養塩は阻害作用があることを示した。C〃∂町d㎝o！1∂s　e／㎝gousは貧栄養型から
申栄養型への順化後に高い増殖速度が観察されたが，本種は中栄養型域に優占する種であることから，貧栄養型
から申栄養型の環境への順化が容易であることを示している。
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このように現場環境中において特定物質の濃度勾配を実験的に形成維持すれば，そこに生息する植物プラーンク
トン群集の動態を詳細に評価できることを，本研究は明解に示している。
審査の結果の要旨
　天然水界での栄養濃度傾斜の正確な生態学的評価が，本研究によって考案された現場栄養環境傾斜実験装置よっ
て，微生物群集の動態レベルにおいて初めて可能となった。すなわち，貧栄養型と富栄養型とのそれぞれの陸水
環境において，岡装置を設置して，装置内に富栄養型から貧栄養型にいたる環境傾斜を実験的に形成させて研究
を行なっている。その結果，現場環境に生息する植物プランクトン種が自然環境下で起こりうる環境変動に対し
て示す適応と順化の応答を，その細胞容積と分裂細胞頻度（FDC）の日周変動を指標として明らかにすることが
可能であることを示している。
　従来は，この種の研究としては，現場調査結果の解析による群集生態学的な研究と，水界現場から採集分離し
てきた生物を用いた実験室内研究の解析による個生態学的な研究とから，現場環境に生息する生物種が自然環境
下で起こりうる環境変動に対して示す適応と順化の応答を推定するに過ぎなかった。したがって，本研究によっ
て考案された現場栄養環境傾斜実験装置が，将来の水圏生態学や環境科学に寄与するところは計り知れない。
　研究成果の主要部分は，すでに一流国際環境科学誌Environ　Po11utにおいて2編の論文として発表されている。
著者は，海底火山や立山地獄谷の温泉生態系に関する研究にも積極的に参加して，国際誌Arch　Hyd・obio1に論
文1編の共著者としても名を連ねている。これら一連の研究成果は水圏生態学や環境科学の進展に寄与するとこ
ろが大きく，著者の力量は高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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